
人権学習展開例〔第１・２学年〕１ 主 題 高齢者とのふれあいを楽しむ２ 教材名
１０ むかしの こどもたち３ 主題・教材についてこの教材では、自分たちと同じように、高齢者も昔はいろいろな遊びに興じていたことに気づき、実際にいっしょに遊んだり、昔の生活について質問したりすることにより、その願いを受け止めながら、共に生きていこうとする態度を養いたい。高齢者は、七輪での火おこしや洗濯板を使っての洗濯など、様々な生きる知恵をもっている。高齢者と交流することを通して、子どもたちに、よりよく生きていこうとする姿勢を身につけさせたい。 （関連教科･領域：生活科、特別活動）４ ねらい ・子ども時代に、高齢者が夢中で遊んだ遊びがあったことに気づく。・高齢者から教わる昔の遊びに興味をもつ。・高齢者との交流を通して、生きる知恵や人柄にふれる。５ 指導計画 第１次 昔の遊びに興味をもち、高齢者との交流の計画を立てる。第２次 地域の高齢者をゲストティーチャーとして招き、交流する。６ 展開例第１次過程 主な学習活動 指導上の留意点 備考導 ・身近にいる高齢者について思い出 ・自分の祖父母だけでなく、近所の高齢者の入 す。 ことを思い出させる。・教材「むかしのこどもたち」を読 ・昔の遊びを提示する。 昔の遊び道具む。 お手玉、竹とんぼ、竹馬、あやとり、ビー玉、 や、それらの・教材の中で知っている遊びや、他 こま回し、メンコ、ベーゴマ、凧揚げ、お 写真展 に知っている遊びを発表する。 はじき、など・それぞれの遊び方を考えて、発表 ・知っている遊びと知らない遊びに整理するする。 ・知っている遊びは、遊び方を紹介させる。開 ・知らない遊びについても、遊び方を想像させる。・だれに聞けばいいか考える。 ・自分の祖父母だけなく、近所に住む高齢者から教えてもらう計画を立てる。まと ・遊び以外にも教えてもらいたいこ ・質問カードを準備し、記入させる。 質問カードめ とを考える。 ・昔のくらしの様子など、知りたいことをまとめさせ、高齢者との交流に関心をもたせる。【備考】 地域の高齢者クラブ等の団体に協力を依頼しておくとよい。第２次 地域の高齢者と積極的にかかわりをもち、楽しく交流する。 （展開例省略）

昔の遊びについて、どんなものを知っているだろう。
どんなふうにして遊ぶのだろう。
質問したいことを書こう。遊び方を聞いてみよう。 。


